
令和６年度 図画工作科 授業改善推進プラン 

大田区立小池小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・身近な材料や素材を用いて表現する題材を増やしたことにより、多くの児童が主体的に材

料に関わり、発想や構想の段階から意欲的に取り組むことができた。 

 ・手や体全体を働かせて材料や用具に関わりながら表したいことを見付け、つくり出す喜び

を味わうことができている。 

（２） 課題 

 ・造形活動に意欲的に取り組むことができるが、表したことから、更に考えて表現をよりよ

くするために工夫するなど、考えを深めることやより良いものを作りたいと発展させて考

えることについて課題がある。 

 ・児童の中には、接着面が雑で壊れてしまったり、発想は良くても見た目のクオリティーが

低かったりするなど、技能面で課題が見られた。素材の適した活用の仕方や、表現の工夫

などを提示し、より良い作品に仕上げたいという意識をもたせることが課題である。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

○手や体全体の感覚を働か

せて材料や用具を使うこと

ができるよう、発達段階に合

わせた材料や用具の使い方

を提示し、身に付けられるよ

うにする。 

○自分や友達の活動や、作品

の中からよさを見付けるこ

とができるよう、活動や鑑賞

の方法を工夫する。 

○一人一人の活動や、作品の

よさを認め、それぞれの児童

が思いをもって活動に取り

組めるようにする。 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

○児童が様々な素材や用具

に親しみ、それらの特徴を生

かしながら自分の表してみ

たいことを表現する機会を

設定する。 

○児童が、自分の表したいこ

とから更に発想や、見方や感

じ方を広げることができる

よう、題材や活動の流れや、

発想の広げ方についてICTを

活用しながら工夫して提示

する。 

○児童がすすんで表現した

り、鑑賞したりする活動に取

り組み、つくりだす喜びを味

わうことができるよう、題材

の提示や、活動の流れを工夫

する。 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

○表現方法に応じて材料を

選んで活用するとともに、前

学年までの材料や用具につ

いての経験や技能を総合的

に生かすことができる題材

設定をし、創造的につくった

り表したりすることができ

るようにする。 

○ICT 機器を活用して表現と

鑑賞を関連付けて行ったり、

抽象的な形から発想を広げ

る活動を設定したりして、造

形的な見方や感じ方を広げ

ることができるようにする。 

 

○提示したおおまかな学習

の流れの中で、児童が自ら学

習計画を立て、すすんで表現

活動を行えるよう、題材の提

示や活動の流れを工夫する。 

 

 


